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(2)所員 一 覧(2011年 度)




























































服部 裕子 研究員(研 究機関)
打越 万喜子 研究員㊨陵糊発施設共用)
大平 知美 研究員研究開発施設共用)




















認 知 学 習 分 野Fax:0568-62-9552
正高 信男 教授
香田 啓貴 助教
早川 祥子 研究員(グ ロー バルCOE)
村井 勅裕 研究員(グ ロー バルCOE)

















































比 較認 知発 達(ベ ネ ッセ コー ポ レー シ ョン)










統 合 脳 シ ス テ ム分 野Fax:0568-63-0416






笠原 洋紀 研究員(産 官学連携)
松井 亮介 研究員(産 官学連携)








人類 進 化モ デル研 究 セ ン ターFax:0568-62-9559
平井 啓久 教授センター長 併)～9月






















































堀内 ゆか り 研究支援推進員
大堀 美佳 研究支援推進員






松 田 一希 特定助教(特別教育研究)
坂巻 哲也 研究員(特別教育研究)
伊左治 美奈 教務補佐員
白眉 プ ロジ ェク ト
佐藤 弥 特定准教授(白 眉)























































2011年度 生物科学専攻(霊 長類学 ・野生動物系)
氏名 学年 指導教員
石川 直樹 D3 中村 克樹大石 高生





鴻池 菜保 D3 宮地 重弘大石 高生
伊藤 毅 D3 高井 正成毛利 俊雄
澤田 晶子 D3 半谷 吾郎高井 正成
兼子 峰明 D3 友永 雅己宮地 重弘




















鈴木 南美 Dl 今井 啓雄古賀 章彦




佐藤 杏奈 M2 正高 信男西村 剛
早川 卓志 M2 今井 啓雄友永 雅己
村松 明穂 M2 松沢 哲郎香田 啓貴
命 リラ M2 友永 雅己毛利 俊雄
原 暢 Ml 古賀 章彦平井 啓久





徳山 奈帆子 Ml 古市 剛史今井 啓雄
柳 興鎭 Ml 古市 剛史古賀 章彦






















猪飼 良子 2011年4月1日 ～2012年3月31日
葉栗 和枝 2011年4月1日 ～2012年3.月31日
大堀 美佳 2011年4.月1日～2012年3月31日
近藤 ひろ子 2011年4月1日 ～2012年3月31日
堀内 ゆか り 2011年4月1日 ～2012年3.月31日
古橋 保志 2011年4.月1日～2012年3月31日

















グ ローバル30プ ログラム(1件) 15,300











(1)2011年度(平 成23年 度)受 託研究費 内訳一 覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
受託研究費 大石高生 62,553,847先端的遺伝子導入・改変技術による脳科学研究のための独創的霊長類モデルの開発と応用(遺伝子改変霊長類モデルの開発 と高次脳機能の解析)
受託研究費 高田昌彦 11,500,000中枢神経障害後の神経回路再編成と機能回復のメカニズムの解明(サ
ルモデルによる皮質脊髄路の可塑性制御機構の検討)
受託研究費 高田昌彦 2,500,000ドー パ ミンによる行動の発達と発現の制御機構(ド ーパ ミンによる行
動の発達と組織化のメカニズムのシステム的解析)
受託研究費 中村克樹 1,000,000マーモセッ トの感覚 ・認知機能計測法の確立
受託研究費 古市剛史 45,139,231高人口密度地域における孤立 した霊長類個体群の持続的保護管理
受託研究費 中村克樹 385,000読書及び学習の過程における幼児 ・児童の視線変化についての調査研究
受託研究費 古市剛史 1,580,880TheBonoboConservationProject:WorkingtowardsgazettementoftheIyon(UiCommunityBonoboReserveintheDemocraticRepublicofCongo
合 計 7件 124,658,958
金額は、間接経費を除く
(2)2011年度(平 成23年 度)共 同研究費 内訳一 覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
共同研究費 中村克樹 2,000,000霊長類を対象 とした動作理解の比較研究
共同研究費 中村克樹 9,129,000マーモセ ットの認知機能に関する行動薬理学的解析
共同研究費 明里宏文 909,000
サル類によるHCV感 染 ・発症モデル動物の構築 に関する研究平成23
年度分
合 計 3件 12,038,000
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(3)2011年度(平 成23年度)受 託事業費 内訳一覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
受託事業費 松沢哲郎 16,400,000人類進化の霊長類的起源の解明に向けた若手研究者育成国際プログラムHOPE
受託事業費 古市剛史 5,000,000ヒト科類人猿の環境適応機構の比較研究
合 計 2件 21,400,000
(4)2011年度(平 成23年度)文 部科学省 ・日本学術振興会科学研 究費助成 事業 内訳一覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
新学術領域研究 中村克樹 10,400,000他者 との相互作用を介 した情報獲得メカニズムの解明










基盤研究(S) 友永雅己 35,500,000海のこころ、森のこころ一鯨類 と霊長類の知性に関する比較認知科学一
研究分担(基盤S) 平田 聡 1,000,000意識 ・内省 ・読心一認知的メタプロセスの発生 と機能
基盤研究(A) 平井啓久 7,100,000ゲノム不毛地帯(RCRO)の進化 と意義




研究分担(基盤A) 鈴木樹理 1,000,000長寿 と適応のホミニゼーション
研究分担(基盤A) 橋本千絵 1,200,000アフリカ産オナガザル科霊長類の生存戦略と形態の関連
研究分担(基盤A) 岡本宗裕 1,000,000世界におけるエキノコックス、テニア条虫の種分化、分子共進化研究
研究分担(基盤A) 今井啓雄 100,000霊長類の自然集団に注 目した感覚関連遺伝子の多様性の探索と適応進化の検証
研究分担(基盤A) 川本 芳 650,000熱帯高地環境における家畜化 ・牧畜成立過程に関する学際的研究一アンデスを中心に
基盤研究(B) 今井啓雄 2,800,000ゲノム多様性を基盤 とした霊長類の種内 ・種間感覚特性の解明
基盤研究(B) 高井正成 3,200,000東ユーラシアにおける新生代後半の霊長類進化に関する古生物学的研究
基盤研究(B) 平井啓久 2,500,000テナガザル類の多様性と系統生物地理学
基盤研究(B) 岡本宗裕 3,200,000テニア科条虫幼虫感染家畜個体の識別に有用な新 しい技術開発 とリスクの評価への応用
基盤研究(B) 平田 聡 1,987,405大型類人猿の他者理解 と自己理解に関する比較アイ トラッキング研究
基盤研究(B) 江木直子 3,000,000絶滅哺乳類肉歯 目の系統的位置 と地理的分布についての研究
研究分担(基盤B) 平田 聡 100,000胎児期からのコミュニケーションー聴覚経験とクロスモダル知覚の比較発達研究
研究分担(基盤B) 平崎鋭矢 320,000ボノボを中心とするヒト上科霊長類の筋骨格構造から読み解 く環境適応
研究分担(基盤B) 江木直子 150,000ボノボを中心とするヒト上科霊長類の筋骨格構造から読み解 く環境適応
研究分担(基盤B) 川本 芳 592,000キツネザル類の生活史の進化に関する社会生態学的 ・遺伝学的研究
研究分担(基盤B) 香田啓貴 1,700,000ヒトとサルにおける行動伝染 と模倣の起源に関する実験的研究
研究分担(基盤B) 正高信男 500,000発達障害における脆弱性 と回復性の検討と、それに応ずる個別支援法の開発
研究分担(基盤B) MAHufflnan 500,000森林発生人獣共通マラリアの生態学社会学的研究
基盤研究(C) 高井正成 500,000第四紀のニホンザルの進化に関する古生物学的研究
基盤研究(C) 明里宏文 700,000新規霊長類モデルを用いた急性慢性C型 肝炎における自然免疫の意義に関する研究
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基盤研究(C) 宮地重弘 1,000,000巧緻な運動制御の基盤となる運動関連皮質の生後発達の神経解剖 ・神経生理学的研究
基盤研究(C) 川本 芳 1,200,000ヒマラヤ山地 ・イン ド亜大陸 ・スリランカ島嘆におけるマカクの系統地理と分類
研究分担(基盤C) 橋本裕子 110,000韓国出土古人骨の形質人類学的研究
基盤研究(C) 大石高生 2,000,000霊長類脳部位特異的転写因子の発現解析
基盤研究(C) 早川敏之 1,700,000ヒト特異的な発現 ・機能の変化を示すシアル酸受容体Siglec-11の進化
基盤研究(C) 吉田友教 2,000,000野生大型霊長類における人獣共通感染症の特定 とリスクアセスメン トに関する研究
挑戦的萌芽研究 友永雅己 1,300,000比較認知ゲノム科学の確立に向けて一比較認知科学と比較ゲノム科学のクロス トークー













若手研究(B) 泉 明宏 900,000霊長類の音声交換における時間的規則性の研究
若手研究(B) 東濃篤徳 900,000霊長類におけるス トレス蛋白質の解析
若手研究(B) 郷 康広 1,700,000ヒ トとチ ン パ ン ジ ー の 比 較 トラ ン ス ク リプ トー ム ・メ チ ロー ム研 究
若手研究(B) 辻 大和 1,300,000大型哺乳類による種子散布特性の地域間比較:マ カク属の霊長類を対象に
若手研究(B) 伊村知子 1,000,000霊長類における視覚情報の時間的統合過程に関する比較認知発達的検討
若手研究(B) 林 美里 1,000,000物の操作から見たヒトを含む霊長類の比較認知発達
若手研究(B) 松井 淳 1,800,000霊長類における感覚受容体遺伝子の起源と環境応答の進化




特別研究員奨励費 狩野文浩 700,000チンパンジーの情動行動に関する比較認知 ・行動学的研究
特別研究員奨励費 兼子峰明 700,000チンパンジーにおける 「行為する自己」の認識一 自己認識の比較認知科学的研究
特別研究員奨励費 伊藤祐康 700,000読み書きに関する学習困難に対応したeラ ーニングによる療育とその実証的評価法の構築
特別研究員奨励費 香田(木場)礼子 1,000,000霊長類における性の認知と性ホルモンの影響
特別研究員奨励費 鴻池菜保 301,544霊長類のリズム制御における神経メカニズムの解明




特別研究員奨励費 伊藤 毅 700,000霊長類における頭骨形態の気候環境適応
特別研究員奨励費 松田一希 800,000霊長類社会の重層構造の解明:テ ングザルの種内変異




合 計 71件 236,357,400
※金額は、間接経費を除 く
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(5)2011年度(平 成23年度)厚 生労働 省科学研究費補助金 内訳 一覧











政策創薬 ・一般 明里宏文 24,000,000
HIV4感染 ・発症霊長類モデル研究:宿主内因性及び獲得免疫解析
に基づく前臨床評価システムの最適化
合 計 3件 37,000,000
※金額は、間接経費を除く
(6)2011年度(平 成23年度)研 究拠 点形成費等補助金 《グローバルCOEプ ログラム》内訳一覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
グローバルCOEプ ログラム 正高信男 18,770,000生物多様性 と進化研究のための拠点形成
合 計 1件 18,770,000
※直接経費のみ
(7)2011年度(平 成23年度)国 際化拠 点整備事業費補助金 《グローバル30プ ログラム》内訳一覧




合 計 1件 15,300,000
※直接経費のみ
(8)2011年度(平 成23年度)
研究 開発施設共用等促進 費補助金 《ナ シ ョナル ・バイ オ リソー ス ・プ ロジ ェク ト》 内訳一覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
NBR 岡本宗裕 52,000,000大型飼育施設でのニホンザルの繁殖 ・育成事業
GAIN(大型類人猿晴報ネットワーク)
の活動 松沢哲郎 9,600,000大型類人猿の情報整備 とネ ットワークづ くり
合 計 2件 61,600,000
※直接経費のみ
(9)2011年度(平 成23年度)最 先端研究 開発戦略的強化費補助金 内訳 一覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
最先端研究基盤事業 松沢哲郎 500,000,000心の先端研究のための連携拠点(WISH)構築
合 計 1件 500,000,000
※直接経費のみ
(10)2011年度(平 成23年 度)若 手研究者戦 略的海 外派遣事業費補助金 内訳一覧





合 計 1件 14,330,000
※金額は、事業管理経費を除く
(11)2011年度(平 成23年度)科 学技術総合推進費補助金 内訳一 覧
研究種別 研究代表者 金 額 研 究 課 題
国際共同研究の推進 岡本宗裕 4,093,780難治性寄生虫病に関する遺伝子診断法の開発
合 計 1件 4,093,780
※金額は、環境改善費を除く
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(12)2011年度(平 成23年度)研 究者海外 派遣基金助成金 内訳一覧





合 計 1件 25,795,787
※金額は、一般管理費を除 く
(13)2011年度(平 成23年度)先 端研 究助成 基金助成金 内訳一覧





プログラム 佐藤 弥 22,750,000
広汎性発達障害における対人相互作用障害の心
理神経基盤の統合的解明
合 計 2件 65,495,000
※金額は、間接経費を除 く
(14)2011年度(平 成23年度)寄 附金 内訳一覧
寄附金名称等 研究代表者 金 額 寄 附 の 目 的
旭硝子財団 西村 剛 2,000,000人類の呼吸機能の進化 と第一次出アフリカに関
する研究
高梨学術奨励基金 橋本裕子 285,000韓国 ・金官伽耶遺跡群の血縁関係を下顎骨 と歯から推測する
藤原 ナチュ ラル ヒス トリー財 団 松田一希 580,092
ボルネオ産霊長類の生活史研究:一 斉開花が繁
殖に与える影響




し、 『霊長類学別刷 コレクシ ョン』 として閲覧に供 しています。書籍については全所員か らの推薦を受け付け、
選定の参考に しています。






霊長類学関連別刷(霊 長類学別刷 コレクシ ョン):85,000点
(2)資料 の 所 蔵 検 索
図書室 で所 蔵 してい る図書 ・雑 誌 はす べ て 【京都 大 学蔵 書検 索KULINE】で検 索 でき ます 。
【京都 大 学蔵 書検 索KULINE】にア クセ ス し、[詳細 検索 画面]一[所 蔵館]の 欄 で[(82)霊長研]を 選 択す る
と、霊長類 研 究所 の蔵 書 のみ ヒッ トします。
詳 し くは京都 大 学 図書館機 構 の ホー ムペー ジ を ご覧 下 さい。http:〃wwwkulib.kyoto-u.acjp/
霊 長類 学 関連別刷(霊 長類 学別 刷 コ レクシ ョン)は 【霊 長類 学文 献索 引デ ー タベ ース 】で検 索 で きます。
霊 長類研 究 所 ホー ムペー ジ のtopics【霊 長類 学文 献索 引デ ー タベ ース 】 を ご覧 下 さい。
http://www.pri.kyoto-u.acjp/cgi-bin/library/books.cgi
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(3)霊長 類 研 究所 図 書 室利 用 規 程
1.開 室 時間 と休 室
1.開室時間:平 日9時 か ら17時まで。









2)次の各号に掲 げる場合 においては閲覧を制限す ることができる。
(1)当該資料に独立行政法人等の保有す る情報の公開に関する法律(平 成13年法律第140号、以下「
情報公開法」とい う。)第5条 第1号 、第2号 及び第4号 イに掲げる情報が記録 され ていると認め
られ る場合における当該情報が記録 されている部分。
(2)当該資料の全部又は一部を一定の期間公 にしないことを条件に個人又は情報公開法第5条 第2号
に規定す る法人等か ら寄贈又は寄託 を受 けている場合 における当該期間が経過す るまでの間。
(3)当該資料の原本を利用 させ ることにより当該原本の破損若 しくはその汚損を生 じるおそれがある
場合又は当該資料が現 に使用 されてい る場合。
皿.貸 出及 び返 却
1.IIの1の1)の該 当者及び、2)のうち予め利用者カー ドを提出 した者 は、下記 に従い図書 を借用できる。




(ii)借用時には、ブックカー ド及び代本板用紙に必要事項を記入する。ブ ックカー ドは所定の箱 に入


















2.IIの1の3)の該当者 は、所属部局の図書施設 もしくは附属図書館を通 じて借用 を依頼す ることができる。
1)借用資料 は単行本のみで、所属部局図書施設 内もしくは附属図書館 内での利用に限る。
2)借用期限は2週 間 とす るが、本研究所員 からの要請があった場合には、借用期限内であっても、速や
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かに返却することとす る。
IV.総点検 及 び長期 貸 出
1.定期的に図書の総点検 を行 う。 この時は、貸出期限内外を問わず、すべての図書 を返却す る。
2.総点検期間中、図書室を休室 とすることがある。
3.図書委員会により研究室等への備 え付けが認 められた時は、長期貸出扱い とする。長期貸出期間は1年
で、長期貸 出扱いの更新 は総点検時に行 う。
V.個 人 情報 漏 えい 防止 の た めに必要 な措 置
1.図書室は、図書室資料に個人情報(生 存する個人 に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生
年月 日その他の記述等によ り特定の個人を識別す ることができるもの(他 の情報 と容易に照合すること
ができ、それによ り特定の個人を識別す ることができることとなるものを含む)を い う)が記録 されて
いる場合には、当該個人情報 の漏 えいの防止のために次の各号に掲げる措置 を講 じるものとす る。
1)書庫の施錠その他 の物理的な接触の制限
2)図書室資料に記録 されている個人情報に対する不正アクセス(不 正アクセス行為の禁止等に関す る法





1.図書室資料の 目録及び この図書室利用規程にっいては常時図書室に備 え付ける。
2.資料 を紛失 した り汚損 した場合は、代本または相 当の代金で補わなければならない。
3.借用資料 を期 日までに返却 しなかった場合、以後の貸出を一定期間停止 され ることがある。
4.図書室内(書 庫 を含む)は 禁煙 とす る。
附則
この規程 は、平成16年4月1日 か ら施行す る。
附則
この規程 は、平成23年4月1日 か ら施行す る。
4.サル類飼育頭数 ・動態
2011年度(平 成23年 度)末 飼 育頭数
種 名 頭 数
コモ ンマー モセ ッ ト 131
ワタボウシタマ リン 21
ヨ ザ ル 15
フサオマキザル 9
ケナガクモザル 1
ニ ホ ン ザ ル 356
ニ ホ ン ザ ル(NBR)* 345
ア カ ゲ ザ ル 219
タ イ ワ ン ザ ル 4
種 名 頭 数
ボンネ ットザル 3
カ ニ ク イ ザ ル 23
マ ン ト ヒ ヒ 3
アジルテナガザル 3
チ ン パ ン ジ ー 14
合 計 1147
*NBR(「ニ ホ ンザ ル」 バイ オ リソー ス)プ ロジ ェ ク トで飼 育 して い る もの
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2011年度(平 成23年度)サ ル類動態表
増 加 減 少(死 亡な ど)
区 分 出 導 小 実 事 外 呼 消 感 泌 衰 そ 剖 所 小 増
吸 化 の 検 外
験 故 傷 器 器 染 尿 他 不 供
系 系 能 給
種 名 産 入 計 殺 死 死 疾 疾 症 器 弱 計 減
患 患 *
コモ ンマ ーモ セ ッ ト 46 46 11 2 2 8 2 25 21
ニ ホンザル 42 10 52 42 1 4 1 14 10 72 一20
ニ ホンザル(NBR) 71 71 5 1 1 2 3 24 46 82 一11
アカ ゲザル 35 35 22 1 1 1 3 28 7
カニ クイザル 4 4 7 1 8 一4
ボンネ ッ トザル 4 4 一4
小 計 198 10 208 91 3 4 2 7 1 0 ll 44 56 219 一ll
合 計 208 219 一11
*血小板減少症 関連 の死 亡 ・安楽殺 を含 む
5.資料
所蔵する資料は、骨格標本 、液浸標本、化石模型、遺伝子試料、CT画像な どか らな り、外部の研究者 にも基
本的にすべて公開されている。資試料の多 くはデー タベース化 されてお り、資料委員会の許可にもとついて利
用希望者 に提供 され、研究遂行上の必要に応 じて貸 し出しもおこなっている。
(1)骨格 標 本(表1、2)
資料委員会のデータベース(PRISK)に登録 された霊長類骨格標本は8,600点を超 える(表1)。特にニホンザ
ルの標本は所内飼育 ・野生 由来個体 をあわせて3,000点以上を数 え、世界的に見ても稀 なコレクションである。
霊長類以外にも、データベース(PRISK-Z)には約1,700点の獣骨標本が登録 されている(表3)。特に、 日本産
タヌキやテン、ツキノワグマの標本数は世界有数であり、 日本産野生哺乳類が減 っている現在、これ らは貴重な
資料 と言 える。標本 は種 ごとに分類 され、種 内では標本番号に したがって配列 されてい る。利用希望者は、新棟
4階資料室の コンピューター上に置かれた標本データベースか ら標本番号、属名、種名、登録 日、性別、体重、
座高、前胴長な どの情報を検索することができる。
(2)液浸 標 本(表1、3)
本棟地下及び栗栖地 区の液浸資料室に各種霊長類のホルマ リンもしくはアル コールで固定 された液浸標本が
約1,000点保管 されている(表1)。霊長類以外の液浸標本も約200点ある(表3)。筋骨格系の割合が高いが、脳
や臓器の標本 も含む。平成21年度か ら液浸標本 のデータベース化 を行い、PRISKおよびPRISK-Zでの検索が可
能になった。 このように大規模な液浸標本資料は世界的に見ても稀有であり、貴重なコレクシ ョンである。
(3)化石 模 型
人類お よび中新世ホ ミノイ ドを中心に495点の化石模型がデータベース(PRICAST)に登録 されている。
(4)霊長 類 分 子 生物 学 用試 料(表4)
平成21年度 より大型類人猿ネ ッ トワーク(GAIN)の情報を通 じて譲渡を受けた類人猿臓器試料や、研究所内
で多重利用の対象 となった試料の一部(旧 世界ザル、新世界ザル等)を 資料委員会が保管管理 している。 これ ら
はRNAlater処理試料や凍結試料が主である。譲渡契約等の関係か ら、原則 として利用は所員 と共同利用研究員
に限定 しているので、利用希望者 は関係所員 に問い合 わせていただ きたい。現在データベース化 を進 めている。
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(5)CT画 像
所 蔵標 本 のCT画 像 デ ー タのデー タベ ー ス化 を進 め、Web上 のDigitalMorphologyMuseum(http://wwwψri.
kyoto-u.acjp/dmm/WebGallery/lndex.html)を介 して、画 像デ ー タを 国内外 の多 くの研 究者 に提供 してい る。
(6)その他
霊長類研究所資料委員会では、国内外の多 くの研究者が これ らの資試料 を利用 して研究を進めることを希望 し
てお り、そのために、毎年200点以上の新たな標本 の受 け入れ と作製 を行い、資試料の充実に努めている。また、
所蔵資試料のデータベース化な ど利用環境の整備 をも行っている。骨格 ・液浸標本の利用手続 きは、非破壊的な
使用 目的の場合は比較的簡便で、標本 の破壊 ・破損を伴 う研究であっても、資料委員会への充分な説 明とそれ に
基づく審査を経た上で可能 な場合 もある。まずは資料委員会まで連絡 されたい。資試料 には学外施設 から譲渡 さ
れた貴重なものも含まれ る。利用規約や契約等の遵守も協力 していただ くようお願いす る。
備考:資 料委員会では資試料の一層の充実を図るため、野外調査な どを行 う方々に標本資料採集への協力をお
願い してお ります。また、諸事情か ら管理困難 となった標本の取 り扱いや、他機関所蔵の資料 との交換について
の相談 も受けます。 これ らに関す るご連絡は、資料委員会までお願いいた します。
(平成24年度連絡先:今 井啓雄siryou[at]pri.kyoto-u.acjp)
(文責:平 崎鋭矢)
2011年度(平 成23年 度)所 蔵資試料
表1霊 長類骨格および液浸標本
和名 学名 骨格 液浸
ホ ミノイ ドHominoidea102100
テナガザル属1か10わ α'ε∬pp.6148
チ ン パ ン ジ ー 属Pα 〃かogloφ・'θ83346
ゴ リ ラ 属Goπ'〃 αgoπ〃α73
オ ラ ン ウ ー タ ン 属P伽go〃g〃1α θ〃313
旧世界ザルCercopithecoidea6917599
マカ ク属Mlcαcαspp5191452
コ ノ ハ ザ ル 属 飾 ε3〃γ"3SPP.17725
ラ ン グ ー ル 属 万α凶卿 肋 θc〃3cr∫∫醜 α8一
コロブス属Colo伽3spμ3669
メ ン タ ワイ シ シバ ナ ザ ル 属3'〃1'α300ηcoloπ132一
テ ングザル属 翫8α傭1αηα酪 一1
グ エ ノ ン 属Cθ κgρ励 θo〃8spp57366
パ タ ス 属E膨 加oc幼〃3pα'α3187
マ ン ガ ベ イ 属Cθ 君coc帥〃3spp.164
ゲ ラダヒヒ属 肪8胆ρ励θc〃3981α4α34
ヒヒ属P卯 ノospμ41527
マ ン ド リル 属M澗4π ∫〃〃8spp.183
コ ロ ブ ス 亜 科 属 不 明Colobinaeindet.-1
新世界ザルCeboidea1479227
リス ザ ル 属3α ∫〃1醒8c加8〃899463
ヨザ ル 属 オo'〃8'r∫吻9α'〃86221
テ ィ テ ィ 属Cα1〃oθ 伽3spp.523
ホ エ ザ ル 属 濯o〃α"αSPP.514
ク モ ザ ル 属 濡8183spp.1412
ウ ー リー ク モ ザ ル 属 餅 αo勿'ε1ε8spp.3一
ウ ー リー モ ン キ ー 属 加go'伽批spp.172
オマ キザル属C功 〃8spp.9330
サ キ 属P"加c∫ αSPP・162
表2霊 長類以外の骨格標本
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Zα1gρ伽3;ア ラ イ グ マ 科(7)P君o(ッoη;クマ 科(137)
〃21α7c'03、惚1〃π3〃3、3ε1εηoκ'03、硫3〃3;ネ コ科(40)F2〃3、
地q々1'3、Pαη伽 アα;マ ン グ ー ス 科(4)αo∬α励 〃3、協 ηgo3、
∫顔cα娩 ジ ャ コ ウネ コ 科 ρの オπた廊 、Pαg醐α、西伽 θ醒c〃1α
奇 蹄 目Perissod劉ctyla10
ウ マ 科(8)Eg〃3;バク 科(2)取ρか〃3
鯨 偶 蹄 目Cetartiodactyla457
イ ノ シ シ 科(346)3〃8;ペッカ リー 科(3)7砂α∬ 〃3;ウシ 科
(53)ノ望〃2〃20〃ogz∫3、z4班〃ρρθ、.803、・8z4vα1〃3、C傷ρro、
Cgρア∫corη'3、@ρ肋1gρ加3、Ov'3;シカ 科(43)C8rv〃3、
1か伽po'θ3、蜘 磁 αc〃3;マイ ル カ 科(9)Delphinidaeindet.;
科 不 明/Familyindet.(3)
トガ リネ ズ ミ 目Soricomorpha48
トガ リネ ズ ミ科(39)Cmo1伽α、3〃ηo〃8;モグ ラ 科(9)
E〃5℃ρρ'or、一ル旋)9θrα、 しケ0〃∫0乃Z∫3
翼 手 目Chiroptera4
オ オ コ ウ モ リ科(1)P緋ρρ〃8;キク ガ シ ラ コ ウ モ リ科(1)
R伽01叩 加3;科 不 明/Familyindet.(2)
皮 翼 目Dermoptera2
ヒ ヨ ケ ザ ル 科(2)q卿oα励 α1〃8
謁 歯 目Rodentia130
ヤ マ ネ 科(1)G1か〃1〃8;リス 科(45)Cα〃08d〃r〃5、E磁〃2燃、
pε醜r競 α、30加〃8、5加朋 卿 痂1〃8;ネズ ミ科(65)ゆo漉〃1〃3、
C漉 ε'o〃那 、 超 αり'〃3、ル傭 、Rα伽3;バ カ 科(2)』go〃'1;テ
ン ジ ク ネ ズ ミ科(3)Cαv∫3、Do1∫o加'∫3;オマ キ ヤ マ ア ラ シ
科(1)Coθ加b〃;カ ピ バ ラ 科(1)砂 伽o加 θr〃3;ヤマ ア ラ シ
科(2M伽r〃 π〃8、1か8'r∫κ;ヌ ー ト リ ア 科(6)ψooα8'or;科
不 明/Familyindet.(4)
ウ サ ギ 目Lagomorphal5
ウ サ ギ 科(13)牟ρ〃3;ナキ ウ サ ギ 科(2)Oo加'o刀α
異 節 目Xenarthm2
フ タ ユ ビ ナ マ ケ モ ノ 科(2)C乃010召ρ〃3
ア フ リカ トガ リネ ズ ミ 目Afrosoricida1
テ ン レ ッ ク 科(1)Eo伽gρ3
岩 狸 目Hyracoidea1
イ ワ ダ ヌ キ 科(1)Pmcαvノα
長 鼻 目Proboscidea2
ゾ ウ 科(2)E1召助 α3、五〇κo∂b伽
有 袋 目Marsupiali劉10
オ ポ ッ サ ム 科(3)D漉 励'3;カ ン ガ ル ー 科(2)漁c君ρρ03;








Passeni飼㎜es[ス ズ メ 類](4)Zoo'鱈α、Pα∬εr、&r〃η〃3
爬虫類Reptilia6
Cheloniidae[ウミ ガ メ 類](3)Cα勉'o、C乃 θ10刀娩
Alligatoridae[アリ ゲ ー タ ー 類](1)indet.;Boidae[ボ
ア 類](2)E〃ηθo'θ3
魚類 Pisces 1
Percifbrmes[スズ キ 類](1)Lα'θ01α加 砿
総計Tb謝1707
表3霊 長類以外の液浸資料
和 名 【目 ・科1Taxa【order!genus1標 本 数
食 肉 目Carnivora68
レ ッ サ ー パ ン ダ 科(1)オぬr〃5;イヌ 科(4)Cα廊 、
伽(ッo刀;イ タ チ 科(33)M1πθ3、漁8'θ1α;アシ カ 科(1)
Otariidaeindet.;クマ 科(10)3ε1θηα7c'03;ネコ 科(3)




トガ リネ ズ ミ 目Soricomorpha9
トガ リ ネ ズ ミ 科(7)30鷹、3襯o〃3;モ グ ラ 科(2)蜘gε旧 、
θノo〃ノo加3
翼 手 目Chiroptera4
オ オ コ ウ モ リ科(4)Ro〃∬θ嬬
謬 歯 目Roαenti劉108
リ ス 科(1)Sciuridaeindet;ネズ ミ科(106)C1ε'伽ノoηo〃那 、
Rα伽3;ヌ ー ト リア 科(1)雌oc観or
ウ サ ギ 目Lagomorpha1
ウ サ ギ 科(1)Leporidaeindet.
ア フ リカ トガ リネ ズ ミ 目Afrosoricida1
テ ン レ ッ ク 科(1)Tenrecidaeindet.
有 袋 目Marsupialia4
カ ン ガ ル ー 科(1)Macropodidaeindet.;フク ロ モ モ ン ガ 科
(1)Pθ'α〃r〃5;クス ク ス 科(2)腕 酌05〃r〃5
哺乳類 ・計Mammaliatotal196
鳥 類Aves(1)Gallifb㎜es一σα〃〃8[ニワ ト リ]





チ ンパ ンジー属Pα η〃りgloゆε817
ゴ リ ラ 属 σoπ〃1αgor1〃α4




マ カ ク 属 ル勉oαoαspp.7
グ エ ノ ン 属Cθ κgρ"加c〃8spp.1
ヒヒ属P⑫ospp.1
新世界ザルCeboidea12
マ ー モ セ ッ ト属Cα 〃ノ'伽∫κspp.10




所属分野等 職名 異動 内容 備考
氏名 年.月 日
遺伝子情報分野 副所長 平井 啓久 2011/4/1 併任 任 期 は2012/3/31まで
国際共同先端
研究センター 特定職員 丹羽 美帆 2011/4/1 採用
国際共同先端
研究センター
特定助教(G30) 足立 幾磨 2011/7/31辞職
国際共同先端
研究センター





(研究開発施設共用) 佐藤 英次 2011/8/1 採用
ウイルス研究所 ・研究員(産官学連携)
より













山本 真也 2011/9/1 採用 ボノボ(林原)研究部門・特定助教(寄
附研究部門)よ り
遺伝子情報分野 人類進化モデル研究センター長 平井 啓久 2011/9/30併任終了
※比較認知 特定助教















松 田 一希 2011/ll/1採用 日本学術振興会 ・特別研究員(PD)より
生態保全分野 教授 渡邊 邦夫 2012/3/31定年退職
思考言語分野 特定助教
(特別推進研究)
伊村 知子 2012/3/31辞職 新潟国際情報大学講師へ
高次脳機能分野 特定助教(新学術領域研究) 倉岡 康治
2012/3/31辞職 近畿大学医学部助教へ
※比較認知:比 較認知発 達(ベ ネ ッセ コーポ レーシ ョン)研 究部門
※ボ ノボ:ボ ノボ(林 原)研 究部 門
※ ヒ ト科3種:ヒ ト科3種 比較研 究プ ロジェ ク ト
7.海外渡航
(1)教職員
所属 氏名 期間 目的国 目 的
思考言語 林 美里 2011/4/5～4/llマ レーシア オランウータンの行動調査 ・研究打ち合わせ
思考言語 友永雅己 2011/4/10～4/14中国 2011社会認知神経科学国際会議参加・発表・資料収集
系統発生 西村 剛 2011/4/14～4/18アメ リカ 第80回アメリカ形質人類学会参加 ・発表 ・資料収集
ゲノム多様性 川本 芳 2011/4/23～5/8ネ パ ー ル ・ブ ー タ ン 野生サル観察 ・試料収集
思考言語 松沢哲郎 2011/4/25～5/4ア メ リカ 研 究打ち合わせ ・ニュー ヨーク霊長類 コロキアム参
加 ・資料収集
社会進化 MAHu伍nan 2011/4/25～5/4アメ リカ ・カナダ 共同研究に関する研究連絡 ・情報収集 ・セミナー参加




遺伝子情報 平井啓久 2011/4/27～4/30台湾 国際 ワー クシ ョップ出席 ・発表 ・研 究連絡
思考言語 松沢哲郎 2011/5/15～5/20英国 人間の本性の進化的起源に関する先端研究に係 る
研究連絡
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セ ンター 兼子明久 2011/5/16～5/22タイ ワークシ ョップ参加 ・研 究打ち合わせ ・施設 見学
セ ンター 前田典彦 2011/5/16～5/22タイ ワークシ ョップ参加 ・研 究打ち合わせ ・施設 見学
事務室 上垣泰浩 2011/5/16～5/22タイ ワークショップ参加 ・連携機関との連絡調整 ・施設見学
進化形態 濱田 穣 2011/5/16～5/23タイ ワークシ ョップ参加 ・研 究打ち合 わせ ・施設 見学
セ ンター 岡本宗裕 2011/5/18～5/21 タイ ワークシ ョップ参加 ・研 究打ち合 わせ
認知学習 正高信男 2011/5/28～6/3グ リーンラン ド 共同研究打ち合わせ ・資料 ・情報収集
国際センター DAHill 2011/6/5～6/10イン ドネシア
第2回東南アジア国際コウモリ学会出席 ・資料収
集 ・研究打ち合わせ ・G30国際コース広報活動








社会進化 辻 大和 2011/6/15～8/20




思考言語 松沢哲郎 2011/6/16～7/3マ レーシア 野生オランウータンの生態環境調査 ・研究連絡 ・資
料収集
社会進化 古市剛史 2011/6/16～7/5ウガンダ チンパンジーの生態調査
系統発生 高井正成 2011/6/18～6/29ミャンマー 化石標本観察
高次脳機能 中村克樹 2011/6/18～6/23ドイツ 国際マーモセット研究班会議参加 ・発表及び脳機能モデル動物研究センター設立準備の研究動向調査
ゲノム多様性 川本 芳 2011/6/19～6/29ス リランカ 国際シンポジウム出席 ・資料収集 ・研究打ち合わせ
生態保全 半谷吾郎 2011/6/22～6/30マ レーシア 野外調査 ・資料収集 ・研究打ち合わせ
国際センター FBBercovitch2011/7/2～7/17ナ ミビア 第1回WildGira伽Indabaカンファ レンス参加 ・国
際 コース広報活動 ・資料収集
事務室 小野一代 2011/7/5～7/13ブータン 京都大学ブータン友好プログラム展開に係る視
察 ・関係機関との打ち合わせ
進化形態 濱田 穣 2011/7/8～7/12タイ
Useofnon-humanprimatesfbrbiomedicalResearch参
加 ・講 演 ・研 究 打 ち 合 わ せ
ボノボ
(林原)







CongressofNeuroscience参加 ・発 表 ・資 料 収 集 ・セ
ミ ナ ー 参 加











思考言語 林 美里 2011/8/5～9/6 コンゴ民主共和国 シンポジウム参加 ・資料収集及びボノボの生態調査
社会進化 古市剛史 2011/8/5～9/27コンゴ民衆共和国 シンポジウム参加 ・資料収集及び霊長類現地調査
ゲノム多様性 川本 芳 2011/8/6～8/21ペ ノレー アンデスのラクダ科動物の集団遺伝学調査
セ ンター 橋本直子 2011/8/15～8/22アメ リカ 国際エンリッチメン ト会議出席 ・発表 ・資料収集及
び動物飼育施設見学
進化形態 濱田 穣 2011/8/15～8/31 ベ トナム ・タイ 研究打ち合わせ ・霊長類の多様性調査
国際センター DAHill 2011/8/19～8/28韓国 国際コース広報活動 ・学生募集活動
国際センター 宿輪マミ 2011/8/17～8/26タンザニア 国際コースの周知 ・学生誘致活動
セ ンター 鈴木樹理 2011/8/25～9/4台湾 ガンマヘルペスウイルス関与リンパ腫に関する共
同研究 ・研究打ち合わせ
比較認知発達 伊村知子 2011/8/27～9/3フランス ヨー ロッパ視 覚学会参加 ・発表 ・資料 収集
国際センター FBBercovitch2011/8/29～9/30ザンビア 国際コース広報活動 ・学生募集活動
ゲノム多様性 川本 芳 2011/8/27～9/7マダガスカル ワオキツネザルの生態調査
国際センター 足立幾磨 2011/8/30～8/31韓国 共同研究打ち合わせ
社会進化 MAHuf丘nan 2011/9/1～9/22イタ リア ・英 国 霊長類の自己治療研究に関する公開講演 ・論文作
成 ・研究打ち合わせ
認知学習 正高信男 2011/9/2～9/8 ナ ミビア 研究打ち合わせ ・資料収集
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系統発生 高井正成 2011/9/4～9/24英国 ・ドイツ 化石標本観察
進化形態 濱田 穣 2011/9/5～9/13タイ シンポジウム参加 ・発表 ・資料収集及びフィール ド調査
思考言語 松沢哲郎 2011/9/5～9/19マ レーシア 国際ワークシ ョップ参加 ・資料収集及び動物相の調査 ・オランウータンの行動観察
国際センター DAHill 2011/9/6～9/23英国 パー トナー機関との連携打ち合わせ
ゲノム多様性 川本 芳 2011/9/8～9/29ブー タン王国 霊長類と家畜の集団遺伝学調査
ゲノム多様性 田中洋之 2011/9/15～9/26タイ タイ南部の霊長類の分布 と生息状況調査
進化形態 濱田 穣 2011/9/15～9/26タイ タイ南部の霊長類の分布 と生息状況調査
セ ンター 岡本宗裕 2011/9/25～10/2インドネシア 情報交換 ・疫学調査
進化形態 濱田 穣 2011/10/4～10/8タイ 霊長類調査のための事前現地調査 ・研究打ち合わせ
国際センター DAHill 2011/10/9～10/27マ レーシア 国際コースの周知・学生誘致活動及び研究打ち合わせ
国際センター 足立幾磨 2011/10/12～10/16ア メ リカ ワー クシ ョップ参加 ・資料収集
遺伝子情報 郷 康広 2011/10/12～10/16中国 シンポジウム参加 ・発表
生態保全 渡邊邦夫 2011/10/18～10/30中国 霊長類野外調査 ・研究打ち合わせ
事務室 八木定行 2011/10/20～10/22韓国 若手研究者インターナシ ョナル ・トレーニング ・プログラムに関する連携連絡調整
国際センター 丹羽美帆 2011/10/20～10/22韓国 若 手研 究者 イ ンターナシ ョナル ・トレーニ ング ・プログラムに関す る連携連絡調整
遺伝子情報 平井啓久 2011/10/20～10/22韓国 国際シンポジウム参加 ・講演 ・研究打ち合わせ
セ ンター 岡本宗裕 2011/10/23～ll/1 中国 情報交換 ・疫学調査
セ ンター 明里宏文 2011/10/24～10/29ア メ リカ
第29回霊長類エイズモデルシンポジウム出席 ・資
料収集 ・研究打ち合わせ
系統発生 西村 剛 2011/ll/1～ll/14 ミャンマー 化石発掘調査
系統発生 高井正成 2011/ll/1～12/9 ミャンマー 化石発掘調査及び国際シンポジウム出席 ・発表 ・資
料収集
認知学習 香田啓貴 2011/ll/9～ll/17 フランス 研究 ・実験打ち合わせ
社会進化 辻 大和 2011/ll/10～
2012/1/9
イ ン ドネシア ・
ベ トナム 自然保護区での生態調査 ・研究連絡
高次脳機能 倉岡康治 2011/ll/ll～ll/18アメ リカ 第41回北米神経科学会大会参加 ・発表 ・資料収集
統合脳システム 松本正幸 2011/ll/ll～ll/18アメ リカ 第41回北米神経科学会大会参加 ・発表 ・資料収集
高次脳機能 宮地重弘 2011/ll/ll～ll/18ア メ リカ 第41回北米神経科学会大会参加 ・発表 ・資料収集
統合脳システム 高田昌彦 2011/ll/12～ll/18ア メ リカ 第41回北米神経科学会大会参加 ・発表 ・資料収集
社会進化 MAHuf〔hlan2011/ll/ll～11/18台湾 講義 ・研究打ち合わせ
系統発生 江木直子 2011/ll/13～ll/21ドイツ 第22回センケンベルグ国際会議出席 ・発表 ・資料
収集及び標本観察
国際センター FBBercovitch2011/ll/16～12/1 ア メ リカ 国際コース広報活動 ・学生募集活動
社会進化 MAHuf〔hlan2011/ll/20～12/6ス リランカ 野生霊長類地域群に関する最新情報 ・試料収集
思考言語 友永雅己 2011/ll/21～ll/29マ レーシア 野生オランウータンの観察
ヒ ト科3種 山本真也 2011/ll/22～12/9ブー タン 野外調査 ・資料収集
国際センター DAHill 2011/ll/23～12/1 英国 国際コース広報活動 ・学生募集活動及び日本留学フェア参加
国際センター 宿輪マミ 2011/ll/23～ll/27英国 国際コース広報活動 ・学生募集活動及び日本留学フェア参加
セ ンター 岡本宗裕 2011/12/1～12/3 タイ
JointIntemationalTropicalMedicineMeeting2011出
席 ・資 料 収 集
系統発生 江木直子 2011/12/3～12/10 ミャンマー 化石標本データ収集 ・標本整理
セ ンター 宮部貴子 2011/12/7～2013/3/7英国 ・オ ランダ 麻酔と意識に関する研究
長期野外 松 田一希 2011/12/10～12/16スイス 研究打ち合わせ ・講演
思考言語 松沢哲郎 2011/12/ll～2012/1/6ギニア ・フランス 野生チンパンジーの生態調査 ・研究連絡
ゲノム多様性 川本 芳 2011/12/12～12/22ブ ー タ ン ・ネ パ ー ル 霊長類と家畜の試料分析に関する研究打ち合わせ
生態保全 渡邊邦夫 2011/12/14～12/21インドネシア シルバール トン ・カニ クイザルの追跡調査
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社会進化 古市剛史 2011/12/17～2012/1/7ウガンダ チンパンジーの感染症等に関する現地調査
社会進化 MAHuf丘nan 2011/12/14～12/21チェ コ 共同研究に関する研究連絡 ・講演
ゲノム多様性 古賀章彦 2012/1/4～1/8 タイ テナガザルのDNAサンプルの調整及び搬入
遺伝子情報 平井啓久 2012/1/4～1/8 タイ テナガザルのDNAサンプルの調整及び搬入
国際センター 足立幾磨 2012/1/4～1/7 イン ド LookingWithin:InterdisciplinaryApproachesto
Consciousness参加 ・発 表
進化形態 濱田 穣 2012/1/14～1/18 イン ドネシア 論文審査 ・調査研究打ち合わせ
ゲノム多様性 田中洋之 2012/1/18～2/18タイ ブタオザル調査 ・研究打ち合わせ
長期野外 松田一希 2012/1/19～3/1マ レーシア
霊長類の繁殖行動に関するフィール ドデータの収
集 ・研究打ち合わせ
ヒ ト科3種 平田 聡 2012/1/24～1/30アメ リカ ボノボSSP/EEP会議 出席 ・資料収集
社会進化 古市剛史 2012/1/27～2/6ウガンダ チンパンジーの観察 ・研究打ち合わせ
ヒ ト科3種 山本真也 2012/2/4～3/16ギニア ・フランス 野生チンパンジーの行動調査 ・研究打ち合わせ
認知学習 正高信男 2012/2/5～2/10アメ リカ 音楽と言語の起源に関する共同研究成果のとりまとめ ・資料収集
系統発生 江木直子 2012/2/12～2/26フランス 第三紀哺乳類化石データ収集
進化形態 濱田 穣 2012/2/16～2/26タイ アッサムモンキーの野外調査 ・研究打ち合わせ
系統発生 高井正成 2012/2/19～2/21台湾 研究打ち合わせ
社会進化 MAHuf㎞an 2012/2/25～3/9ベ トナム 野外調査 ・研究連絡及び学術シンポジウム参加 ・発表
思考言語 林 美里 2012/2/28～3/8マ レーシア オランウータンの行動調査 ・研究打ち合わせ
ゲノム多様性 古賀章彦 2012/3/7～3/12マ レーシア テナガザルの体色変異に関する調査
国際センター FBBercovitch2012/3/8～3/24アメ リカ 国際コース広報活動 ・学生募集活動




遺伝子情報 平井啓久 2012/3/15～3/22英国 頭脳循環プログラムの共同研究打ち合わせ
遺伝子情報 今井啓雄 2012/3/17～3/24中国 野生サルの観察 ・試料収集 ・研究打ち合わせ
進化形態 濱田 穣 2012/3/19～3/30ミャンマー 霊長類分布 と生息状況調査 ・研究打ち合わせ
高次脳機能 中村克樹 2012/3/21～3/26アメ リカ 施設見学 ・研究連絡 ・情報収集
統合脳システム 大石高生 2012/3/21～3/27アメ リカ 施設見学 ・研究連絡 ・情報収集
(2)大学院生
所属 氏名 期間 目的国 目 的
生態保全 澤田晶子 2011/5/9～6/5スイ ス 研究打ち合わせ ・資料収集 ・論文作成
生態保全 大谷洋介 2011/5/25～6/7マ レーシア ブタオザルの遊動 と行動に関する予備調査・研究連絡
系統発生 西岡佑一郎 2011/6/18～6/29ミ ャ ン マ ー 化石標本観察
生態保全 濱田飛鳥 2011/6/22～6/30マ レーシア 野外調査 ・資料収集 ・研究打ち合わせ
生態保全 江島 俊 2011/7/1～7/21ウガンダ 霊長類の観察 ・糞収集 ・研究打ち合わせ
思考言語 CMartin 2011/7/5～8/17アメ リカ チンパンジーの行動から見るゲーム理論の共同研
究 ・研究打ち合わせ
思考言語 山梨裕美 2011/7/8～7/14マ レーシア オランウータンの行動調査 ・資料収集
思考言語 狩野文浩 2011/7/25～8/5アメ リカ Behavior2011参加 ・発表 ・資料収集 ・研究打ち合わせ
社会進化 徳山奈帆子 2011/8/5～9/27コンゴ民主共和国 ボノボの生態に関するシンポジウム参加及び現地調査
社会進化 柳 興鎭 2011/8/5～2012/1/30コンゴ民主共和国 ボノボの生態に関するシンポジウム参加及び現地調査
思考言語 山梨裕美 2011/8/13～8/26アメ リカ 国際エンリッチメン ト会議参加 ・発表 ・資料収集及び動物飼育施設見学
思考言語 植田 想 2011/8/17～8/26タンザニア 野生チンパンジー及び生物の生態調査
思考言語 櫻庭陽子 2011/8/17～8/26タンザニア 野生チンパンジー及び生物の生態調査





系統発生 西岡佑一郎 2011/9/4～9/30英 国 ・ドイ ツ 化石標本観察
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系統発生 西岡佑一郎 2011/ll/1～12/llミ ャ ン マ ー ・タ イ 化石発掘調査 ・国際シンポジウム出席 ・発表 ・資料収集
遺伝子情報 IJahan 2011/11/2～
2012/2/8
バ ングラデシ ュ テナガザルの遺伝試料収集
生態保全 大谷洋介 2011/ll/9～12/8マ レーシア 野外調査 ・研究打ち合わせ
高次脳機能 禰占雅史 2011/ll/ll～ll/18アメ リカ 第41回北米神経科学会大会参加 ・発表 ・資料収集
高次脳機能 鴻池菜保 2011/ll/12～11/18アメ リカ 第41回北米神経科学会大会参加 ・発表 ・資料収集 ・研究打ち合わせ
思考言語 山梨裕美 2011/12/10～
2012/3/15
フ ランス ・ギニア 野生チンパンジーの調査 ・資料収集
生態保全 江島 俊 2012/1/4～2/29ウガンダ 霊長類種の観察 ・糞収集 ・研究連絡
生態保全 大谷洋介 2012/1/20～3/7マ レーシア ブタオザル生態調査 ・研究打ち合わせ
思考言語 YKim 2012/2/12～2/26韓国 大型類人猿の比較認知科学に関する国際共同研究実施の打ち合わせ
思考言語 狩野文浩 2012/2/13～2/27英国 研究打ち合わせ ・成果報告
系統発生 伊藤 毅 2012/3/12～3/15中国 標本計測 ・研究打ち合わせ
遺伝子情報 鈴木南美 2012/3/17～3/24中国 野生サルの観察 ・試料収集 ・研究打ち合わせ
(3)教務補佐員 ・技術補佐員 ・研究支援推進員
所属 氏名 期間 目的国 目 的
ゲノム多様陛 市野進一郎 2011/3/1～8/10 ドイ ツ ワオキツネザルの長期データ分析 ・研究打ち合わせ
生態保全 伊左治美奈 2011/4/26～10/28ウガンダ 野生チンパンジーの生態学的調査
進化形態 橋本裕子 2011/6/20～6/24韓国 博物館所蔵の資料調査 ・収集
思考言語 小倉匡俊 2011/8/12～8/27ア メ リカ 第10回国際エンリッチメン ト会議参加 ・発表 ・資料
収集及び施設見学
ゲノム多康陸 市野進一郎 2011/8/20～10/8マダガスカル キツネザル類の野外調査 ・研究連絡 ・資料収集
進化形態 橋本裕子 2011/8/30～9/20英国 イギリス形質人類学会参加 ・発表 ・資料収集及び資料
観察






ゲノム多康陸 市野進一郎 2011/12/5～12/12ドイ ツ 国際シンポジウム参加 ・発表 ・資料収集
生態保全 伊左治美奈 2012/1/4～3/28ウガンダ 野生チンパンジーの生態学的
進化形態 橋本裕子 2012/2/24～3/1韓国 研究打ち合わせ ・所蔵資料の観察 ・資料収集
進化形態 加賀谷美幸 2012/3/19～3/30ミャンマー 霊長類分布と生息状況調査 ・研究打ち合わせ
(4)非常勤研究員
所属 氏名 期間 目的国 目 的
社会進化 坂巻哲也 2011/4/30～8/20コンゴ民主共和国 ボノボの野外調査 ・研究連絡 ・研究会出席
国際センター 西澤和子 2011/5/6～11/5ブー タン 健康 ・医療 ・文化に関する調査研究
国際センター AJJMaclntosh2011/5/7～5/29フランス ペンギンの行動に関する共同研究 ・研究打ち合わせ
社会進化 竹元博幸 2011/7/2～10/3ギニア 野生チンパンジーの生態調査
思考言語 落合知美 2011/8/13～8/25ア メ リカ 国際エンリッチメン ト会議参加 ・資料収集及び動物
園施設見学
国際センター MSeres 2011/8/17～8/26タンザニア 野生チンパンジーの調査 ・資料収集
系統発生 矢野 航 2011/8/19～10/31
ス イ ス ・オ ー ス ト





統合脳システム 二宮太平 2011/ll/12～ll/18ア メ リカ 第41回北米神経科学会大会参加 ・発表 ・資料収集




ゴ民主共和国 野生チンパンジー ・ボノボの生態調査 ・研究連絡
国際センター AJJMaclntosh2012/1/28～2/9フ ラ ンス ・ドイ ツ 研究打ち合わせ ・資料収集
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国際センター AJJMacIntosh2012/2/25～3/9ベ トナム 野外調査 ・研究連絡及び学術シンポジウム参加 ・発表
(5)学振特別研究員(PD)




国際 トレーニ ングワー クシ ョップ参加 ・テングザル 追
跡調 査 ・研 究連絡
思考言語 CDDahl 2011/8/28～9/10スイス ・フランス 研究打ち合わせ ・資料収集
生態保全 松田一希 2011/9/15～ll/15マ レーシア 研究打ち合わせ ・テングザルの追跡調査
思考言語 CDDahl 2012/1/3～1/8 イ ン ド LookingWithin:InterdisciplinaryApproachesto
Consciousness参加 ・情 報 収 集 及 び 研 究 打 ち 合 わ せ
8.非常勤講師









9.リ サ ー チ ・ア シ ス タ ン ト(R・A)
(氏名:採 用 期 間)
清 長 豊:2011.4.1～2012.3.31
鈴 木 南 美:2011.4.1～2012.3.31
西 岡 佑 一 郎:2011.4.1～2011.9.30
グ ロ ー バ ルCOE
西 岡 佑 一 郎:2011.10.1～2012.3.31
禰 占 雅 史:2011.4」 ～2012.3.31
澤 田 玲 子:2011.4.1～2011.6.30
飯 田 恵 理 子:2011.4.1～2012.3.31
松 川 あ お い:2011.4.1～2012.3.31
安 井 早 紀:2011.4.1～2012.3.31
吉 田 弥 生:2011.4」 ～2012.3.31
10.ティ ー チ ン グ ・ア シ ス タ ン ト(T・A)
(氏名:採 用 期 間)
霊 長 類 学 ・野 生 動 物 系 科 目 に 係 る も の
早 川 卓 志:2011.7.1～2011.7.31
2011.10.1～2011.12.31
田 中 美 都:2011.7.1～2011.7.31
2011.10.1～2011.12.31
兼 子 峰 明:2011.10.1～2011.10.31
磯 村 朋 子:2011.10.1～2011.12.31
山 田 智 子:2011.10.1～2011.12.31
佐 藤 杏 奈:2011.10.1～2011.12.31
鈴 木 南 美:2011.12.1～2011.12.31
徳 山 奈 帆 子:2012.1.1～2012.1.31
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全 学 共 通 科 目 に 係 る も の
原 暢:2011.5.1～2011.6.30
2011.9.1～2011.9.30
奥 田 康 広:2011.6.1～2011.6.30
1Jahan:2011.7.1～2011.7.31
徳 山 奈 帆 子:2011.7.1～2011.7.31




















































共同利用研究会 「社会行動 と脳 一イ メージングと分子 一」
オープンキャンパス
大学院博士課程編入試験
共同利用研究会 「行動特性 を支配す るゲノム基盤 と脳機能の解明」
共同利用研究会 「アジアの霊長類 の保全 と社会生態研究に関す る近年 の新たな展開」
渡邊邦夫先生最終講義
運営委員会
ホミニゼーシ ョン研究会 「ドーパ ミンの役割:運 動機能か ら高次機能へ」
共 同利用研究会 「サルが二足で歩 くとき」
共同利用研究会 「第7回 比較社会認知シンポジ ウム」
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